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     シンガポールにおいて特許を取得するためのオプションである 

「外国ルート」のメリットと落とし穴 
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１．はじめに 

2014年2月14日に、シンガポールにおいて実体審査制度が改正（Patents (Amendments) Act 

2012）され、基本的にはシンガポール知的財産庁（IPOS）において特許出願の実体審査が行わ

れることになりました。具体的には、"self-assessment" system から"positive-grant" systemへ審

査制度が変更され、特許出願はシンガポール知的財産庁による実体審査を受けることが原則とな

りました。これに伴い、修正審査制度が廃止されました。 

 

シンガポール特許取得のルートとして、大きく分けて３つのプロセキューション・ルートが設

けられています。すなわち、「国内ルート」、「混合ルート」、及び、上記の「外国ルート」の３つ

のルートです。「国内ルート」においては、シンガポール知的財産庁がサーチおよび実体審査を

行います。「混合ルート」においては、対応外国出願のサーチレポートに基づいてシンガポール

国内の審査官が実体審査を行います。「外国ルート」は、「国内ルート」および「混合ルート」と

は本質的に異なるものであり、シンガポール国内の審査官は、サーチおよび実体審査を行いませ

ん。 

 

 現行法において"positive grant" patent systemへの制度移行に整合させるべく、シンガポール知

的財産庁は、非公式に、2017年 1月 1日に「外国ルート」を廃止する予定である旨、言及しま

した。しかしながら、その後、2016 年 7 月 27 日に、「外国ルート」の廃止を 2020年 1月 1

日に延期する旨を公式に表明しました。このような状況下で、廃止予定の「外国ルート」を利用

してシンガポールにおいて特許取得することのメリットと落とし穴について、以下に説明します。 
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